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小中一貫ＣＳだより第1９号 平成30年１月22日発行 石川小・中学校 文責（松）

師走、中学校の後藤教諭(国語)が

「グループディスカッションをしよ

う」という題材で、「ひろさき卍学」

の視点で授業を行いました。学習課

題は「弘前市の人気がガタ落ちです。

観光客(訪問者)を増やすにはどうしたらよいでしょうか。

アイディア募集！」というものです。生徒は真剣に取り組んでい

ました。主に次の様なアイディアを考え、発表しました。

・観光名所になるような、弘前城以外の弘前を象徴する建物や施設を建設する。

→例えば、弘前タワー、りんごのテーマパーク→外国語の看板を増やす必要もある。

・弘前でしか食べられない地域限定料理を創作し、特別な店舗を出す。

・ゴミを減らす、観光案内などボランティア活動を活発にする。

・弘前城の形をした一口サイズの和菓子など魅力ある土産物を創作する。

若者視点で弘前の魅力をＰＲするホームページの制作技術などを競う「弘前の魅力発信ＷＥＢコン

テスト」(弘前商工会議所情報教育文化部会主催事業)に中学校３年生の２チームが出場しました。

(「Apple」「津軽弁」)「Apple」チームは優秀賞、「津軽弁」チームは参加賞でしたが、自分たちで申込

み、制作した意欲を高く評価したいと思います。なお、「Apple」チームは２年連続の出場で昨年度は最

優秀賞を獲得しています。

「弘前の魅力発信WEBコンテスト」で是非、検索してみてください。UＲＬは下記の通りです。

《http://www.hcci.or.jp/hp_contest/》

「石川小学校と石川中学校は、学

校の校庭を挟んで隣り合っている

ため中学校の先生が小学校に乗り

入れ授業をしたり、音楽部が小学

校のバザーで演奏会を開いたりす

るなど小中連携した教育がされて

います。また、近くに大仏公園が

あるのでそこで写生大会が行われ

たり平川の水生生物調査などの体

験ができます。」と、今年度は小

中連携教育のコーナーも設け、昨

年度より内容が充実しています。

弘前の歴史・文化・

人・食について発信

しています。
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「弘前市が目指す小中一貫教育」は、小中学校９年間で取り組む３つの教育プランの１つとして「健

康教育の推進」を掲げています。このプランの目的である「命を大切にする健やかな子」を育てるため

に太田教諭と齋藤養護教諭のＴＴにより、中学校でも試行してみました。

テーマ「運動と健康～目指せ！最下位脱却～」、目標「健康寿命を延ばすためには運動が大切である

ことが分かり、運動の効果を生かしたよりよい取組について考えることができる。」を設定し、終末で

は「青森県が平均寿命ワースト１」から脱却するための取組について、自分の考えをまとめました。

・毎日、適度に運動をして、塩分を少なくし、「だし活」を進める。

・若いうちにたくさん運動をして、血管を柔らかくし、あまり味の

濃いものを食べないようにして、うす味にし、寿命を延ばしたい。

・今まで塩分を摂りすぎていたので減らしたい。

・私はお菓子やジュースの食べ過ぎ、飲み過ぎに気をつけたい。

・大人の人は煙草やお酒も悪影響があるのでほどほどに。

１月１０日（水）、小学校で、弘前市教育委員会教育センター指導主事後藤先生を講師としてお迎え

し、今年度２回目の小中合同研修会を行いました。テーマは「道徳の教科科に向けて」でした。

「３つの教育プラン」をとおしての小中一貫教育
①「授業づくり・集団づくり」の共有・取組（乗り入れ授業、合同研修会、授業公開など）②「ひろ

さき卍学」（ふるさと学習）③健康教育の推進、この３つのプランを、小中の一貫性・系統性を意識し

ながら実施し、「１５歳の姿」を目指して、子どもたち育てていくことが「弘前市が目指す小中一貫教

育」のポイントです。石川小・中学校では試行錯誤しながらも前掲のように取り組んでいる最中です。

青森県はりんごなど

健康的な食品・農産

物の生産量が日本一

なのに、平均寿命が

日本でワースト１だ

という情報を与えま

した。

運動前に血圧を測りました。

運動後にも血圧を測りました。

生徒の考え・まとめ

道徳の教科化に向けて

石川小・中学校
要請事項

・４月からの道徳科に向けての取組

・道徳科の評価

・「私たちの道徳」の取扱い

・自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自
己の生き方についての考えを深める学習

・「考え、議論する道徳」の授業


